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MkⅢ 弾劾臼砲の性能と応用 (第11報)

一弾肋臼砲を用いた小型カー ドギャップ衝撃感度試験法-

松永盗裕+,村永浩太郎榊,伊藤 草書,

田村昌三書,蔵持 勇●榊,吉田忠牲*

MkEl弾劾臼砲釈放法を応用することにより,比較的高感度の物質の衝撃感度を測定する新

しい方法について検肘した｡この方法は,0号雷管の机に放牧のカー ドを匿くことにより0号

筋管より衝撃力を解め,物常の衝撃感度を調べるものである｡その結果は.感度の高い高性能

爆薬.有舶 酸化物および靴 利一可燃剤混合物などの衝撃感度を陣中に定血的に求めること

ができた｡また.棚 架は.USギヤ･/ナ拭魚.落穂感度釈放および摩擦感度粕 と良好な

相関があった.

1.はじめに

爆発使物常の衝撃または打範感度は火薬類の性億保

持のため及び爆雑 物膏の放扱いの安全のためにも皿
要である.比較的鈍感な爆菟性物質に対する衝撃感度

耗故として不着らは群動日向を用いる可変起爆剤衝撃

感度紬 を考頼L lH 川 .倍頼性のある方法であるこ

とを示した｡しかしながら.この方法ではTNTある

いはそれより飯盛な墳雛 物質に対しては現在までの

ところ適用することができない｡

そのために比較的高感虎の物質に対して酋用できる

借転位の商い新しい感度紬 汝を検肘してきたが.同

じくMkm弥助臼砲を用いた方法を見出し,これを

小型ギャ･Jナ妖政法と名付けた｡比牧的高感度の爆発

性物質の感度銑故法としては拓也感度駄敬t)ぉよび屯

々の摩擦感度釈放8).ギャ･/ナ耽故 IJJ,銃撃感度鮮

故IB)などがある｡拓也感度釈放に比べ本報の方法の

利点は,釈放回牡が少なく,爆 ･不埠の判定が容易で

あり.より倍頼性が高いことであろう｡この妖故法は

大型のカー ドギヤ･/ナ釈放に比べると少血の飲料丘で

集魚でき.爆発音も小さく信輔性もそれ程惑わないと
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いう利点がある｡ここでは.この小型ギャ･Jナ妖故を

高位俵爆薬および良化耕一可燃物屯合物に適用した括

果を報告する｡

2.束 験

2.1 拭 料

用いた飲料は工革製品をそのまま.あるいは托放し

て.あるいは混合して用いた.酸化剤と可鯨物の舵合

物は大部分は酸兼バランス0の組成物を用いた｡

2･2 東野装置

弊勤臼砲はMkⅢG辞勤臼砲いを用いた｡外観およ

び断面図は机報9)に示した｡

2.3 拭料亭韓 (Fig.I)

内径 12.4mmのガラス軌 こ直径 12mm,長さ12mJT)

のコF,軸受け用の鋼鉄円筒コE)(JISB1506)を薬 包

親でくるんで入れ,下部を鵜舟テー7'で固定する｡こ

の上に1.0g(0.95-1.04g)の飲料を入れ,その上に

粘沓テープを巻いた径 12mm.呼さ2mm または1mm

のポlJエチレンカードを所定牧政のせて軽く押し付け

る｡その上に0号電気雷管 (日本化薬㈱典,DDNP

O･2g)を密苛してのせて固定する｡

2.4 事 項

薬包続の小片にくるんだ'円筒コt,をガラス管に押入

し,底を港やテープで固定する｡これに.輔挿したLO

gの耗科を入れる｡所定放散のカー ドを粘帝テープで

巻いて飲料の上に入れて軽く押し付ける｡0号甘管を

その上に密苛するように押入し.ガラス管に固定する.

就料率歩をMkⅢ弥動臼砲の砲7Lの一番典まで押入

し.2kg投射物を砲孔入口に取 り付ける｡点火回路

を強鼓し,発破昏T･点火する｡臼砲の水平板れ鰯を油
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test定する｡3.結 果

実験結果をTab

lelに示した｡4.% * 4.

1 鋭感な爆発物の衝撃亀庇の分類現在危険物梅上

輪送に関連した爆発性物質,例えば有舶 酸化物の織
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Table2 ClaSSiEicationofshocksensitivityForexplosivesubstances

bylhesmA))pptest

SensitivityCuss Sensitivity Criteria

1-1 Veryhigh

1-2 High

1-3 Nothigtl

Moresensi一iyethanPETN

NotmoresensitivethaJIPETN
andmoresensitiyethanTNT

NotmoresensitivethanTNT

の (High)とそうでないもの (Nothigh),およびm

-ジニト｡ンベンゼンより飯盛なもの (Sensitive)と

そうでないもの (Insensitive)に分けられている｡P

ETNより鈍感な爆発物でもTNTより親戚な物句削ま

かなりの注意を払って取り扱われており,一般に鈍感

化して実用化されている｡したがって.TNTより飯

盛であるか鈍感であるかもlつの分析になるであろう｡

本耗教法によってこの分類も可能T･ある｡ ここでは

TablC2のような分類を採用した｡Nothighに分析さ

れた物質は肋報!)に示した可変起樺剤飲助を適用し

てその下の感度レベルでの分類を行うことが放生しい｡

4.2 高也鵬 の感度の比較

束放した屯田では高位惚爆非の感度の序列は (TN

T,あかつきか-I)I/り くくビクlJン酸.銀か-tJI/

ト)くベントライトくくRDX.テトリル)<PETNの頓

になった｡

4.3 酸化和瓦含物および可燃湘執成鞄

英鼓した屯田では過盛栄酸アンモニウム十府税粉末

およびd酸カI)ウム+アルミニウムの酸素バランス0

の浪合物が類似の感度を示した｡過塩素酸アンモニウ

ムは盤索敵カlJウム,過盤索敵カリウム,硝酸カリウ

ムと比べるとJ#炭粉末と汲合した時に一番鋭感な組成

物を与える酸化剤であり.アルミ.=ウムは坑井.チタ

ン,庚索 (麻戊粉末)と比べると硝酸カリウムと混合

された時に瓜も鋭感な執成物を与える可燃物である1)｡

朗報,)と捻合すると,酸化利一可燃物では爽放した

範囲内で酸化剤は梢酸カリウム<過塩素酸カリウム<

塩索敵カIJウム<過塩素酸カリウムの頓に衝撃感皮が

拓くなる｡-5,可燃物は麻戊粉末<チタン粉末<続

発粉末<アルミニウム粉末の頓に感度が高くなること

がわかる｡

4.4 過放化ベンゾイルと水希釈の効果

過酸化ペン･/'ィル (BPO)は多軟の事故を桂放した

鋭感物質として知られている｡本爽故の結果では爆発

を起こす祈隼感度はベントライトと同等であった｡し

かし.より弱い衝撃で爆発的分解は起こさないが爆発

的威力を伴わないゆるやかfL分解を起こす｡これは分

解生成物の煙が筑鼓直後に砲孔からでることによって

判断できる｡この分解反応は爆矧 こ発展する可能性が

あるので実際にはより高感度であると見たほうが･よい｡

10%の水を含むBPOは乾撮BPOに比べると感庇

は低下した｡そして,水の含庇を増すと!削こ感皮が低

下していくことが可変起爆剤紬 で故 かめられてい

ら)l)｡一方,BPOの伝爆性は水分20%の時が般界で

それ以上の水分があると伝但しなくなることも知られ

ている11).BPOについては水希釈が安全性向上の面

で非常に有効なことがわかる｡

4.5 純粋丘の効果

T8blo3 CompArisonoI4sensitivitytests

Substance
Stna])pp Gap Drophamtner Friction

test〔mm14) tes(〔Jnm】b) test〔m】h) test〔kg〕C)

PETN

RDX

TetryI

Pendite50J60

BPOdry
PicricAcid

TNT

6

2

9

5

3

L

1

2

1

1

1

1

0.13 8

0.28 24

0.37

a)Thiswork

b)Reference8)

C)ReLerence9)
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gaptestFig･2 PlotsoEresultsofsmallgaptestvs.thoseol3Othersensi

liyitytests本

実験は銑科克 1.0gで実数を行っているがPmの試料虫を0.5gあるいは2.0g

と体積を変えても本就敦法の範囲内で感度は変化しなかった.

従って密度を一定にすれば体積,即ち飲料丘の彫轡は本耗故法の範

囲内で少ないと考えられる｡4,6 小型ギャップ拭我による衝

撃感度と他の方法による感度との比較本方法と称随感度卯,摩擦感度10)およびギャ･J7'

試験9)の結果を比較したのがTable3および

Fig.2である｡比戟したギャ+/7'銑故データ

は DobratZV)の収録した NSWCで採られたデ

-タである｡帯者らの英数は静状の鮭矧 こついて行われたので.

それに近い飲料について行われたデータを用いた｡筆

者らの放任は起爆が起こる最大のmm敦であり.NS

WCギャ･/ナ群数のデータは50%爆点のデータで少

し意味が遭う｡しかし.Dobratzの50%燦点があるとす

れば,それは筆者らの欺伍の1mm以内のところにある｡し

たがって,筆者らの軟便を50%燦点として扱っても大

きな飢差とはならない｡NSWCギャップ釈放は励爆薬

として直径 25.4mm.長さ38.1mmのRDXべレt･Jト(蕊 丑34.8g)を使っている｡それに対して帯音ら

は0.2gの DDNPを用いている.励爆薬の虫はNS

WCギャI/プ釈放の方が約 174倍である｡また,

双方の限界ギャップ長を比べるとPETN,RDX.

テ トl)IL,の場合,NSWSギャ･/ナ飲助の方

が小型ギヤツナ就敦の伍より約2倍大きいが.TNTの

場合には約4倍になっている｡これは.この2つの妖教法

におけるカー ド内の衝撃波の辞表挙動が迎うためと考えられ

る｡本来故の結果とNSWCギャ･/ナ釈放結果との相国はベ

ントライト50/50のヂ-タを除いて良好であった｡奴念

ながらベントライト50/50については蕗偽および摩

披感度の実験IrJ-タがないのでこれ以上の盛苫割ま

できない｡比較した落梅感度粕 干し タは同じくDobrz

LtZl)の収銀したLLNLデータである｡2

.5kgの蒋礎 を用いたタイプ12釈放稔の結果で50%拓高である

｡これらの2つの統故結果は例外なしに良い相牌が謬めら

れた｡正軸な蒋横感度T''--



しく,どの現象を爆発とみるかによって結果が変わっ

てくる｡ここでは...knistern"までを爆発とした｡摩

擦発火の繊桝は衝撃発火のそれと弗なると考えられる

那.比較T'-1タの範囲内では相関がある｡しかし,比

戟できる71-1タが少ないので現時点では辞しい盛絵は

できない｡
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PerformanceandApplicationoftheMk= BatJisticMort8rTest(XI)

-TheSmaJIGapTestUsingtheMk= B811isticMortar-

byTakehiroMATSUNAGA事,KotarOMURANAGA●事,MAmoruITO●.
MasamitsuTAMURA暮,IsamuKURAMOCHI事件andTad80YOSHIDA

Anewmethodtoevaluatethesh∝k 与mSitivityoErelativelyhigh sensitivematerials

has been established asaJl application oE theMkJE balIistic mortAr･ In

thismethod.toobtaindifferentstrengthsofshockinitiationwhichareWedkcrth8m

thatofano.0detonator(DDNP0.2g).WeuseddifferentsheetsoEpolyedtylmebe-

tweenthematerialandanO.0de(onator.Thisnew methodprovedtobeuseful

toobtaineasilyandquantitativelytheshocksensitivitie90Ehigh explosiyes.or-

ganicperoxidesandoxidiヱer-Euelmixtureswhicharehighlysensitive to shock

initiation.Moreover.wecansaythatthesedata0ntheShocksensitivityhvegood

correlationwiththedatabytheUSgap,thedrophammerandtheDAMFrictiontests.
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